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ヶ月齢～ 16 ヶ月齢未満で入園した児が多かったが、6 ヶ月～ 26 ヶ月未満まで広く分布しており、１歳
児クラスの保育園児として、入園時期に偏りがない対象が選出されたことが示された。尚、1 歳児クラス
には調査を開始した６月の段階では、26 ヶ月齢～ 14 ヶ月齢の園児がいるクラスであり、調査終了の 3
月の時点では35 ヶ月齢～ 25 ヶ月齢の園児がいるクラスとなる。
図１　対象児の保育園入園時月齢
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